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研究成果の概要（和文）： 

	
 本研究は、効果的な鑑賞の支援を目指し「博物館」「美術館」「都市空間」「Web」を連携さ

せ、携帯情報端末を使用した新たな参加型の融合連携ミュージアムの支援システムを実現するこ

とを目的としている。具体的には、以下４つの試みを実施した。まず、広島市内の都市空間で、

携帯電話やiPhoneを使用し、参加者の発見を促す鑑賞支援システムの実証実験を行った。次に、

広島県立歴史博物館で、音声ガイドとテキストガイドの有効性について検証した。３つめは、名

古屋大学博物館において、アート作品を実験展示し、観察・鑑賞効果を検証した。最後に、それ

らを踏まえて、４つの博物館、３つの美術館、２つの都市をWebで連携し、観察・鑑賞支援シス

テムを実現した。	
 

 

研究成果の概要（英文）： 
 This study is intended to realize a support system that enhances museum cooperation 
through the utilization of new technology: smartphones. This allows "a real museum", "a 
real art museum", "a real city space" and "the Web" to work together effectively with the aim 
of supporting the observation and appreciation of exhibitions.Specifically, I carried out four 
experiments. Firstly, I undertook a pilot study within the Hiroshima ‘city space’ to gauge the 
feasibility of a mobile phone and/or iPhone based system to support exhibition appreciation. 
Secondly, I inspected the effectiveness of the audio and text guides at Hiroshima Prefectural 
Museum of History. Thirdly, at Nagoya University Museum, I studied the effect of our 
system on the observation and appreciation of an art exhibition. Finally, based on these 
three prior experiments, we tested our web based observation and appreciation support 
system on a larger scale. Four history museums and three art museums, in two cities, 
cooperated. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、美術作品鑑賞の経験が少な

い人を主な対象とし、2002 年から PDA

（Personal	
 Digital	
 Assistant）や携帯電話、

スマートフォンに代表される携帯情報端末

を使用した作品鑑賞支援システムの開発と

デザインを実施し、美術館や都市で実証実験

を行って来た。	
 

	
 美術鑑賞は、作品をみることから始められ、

固定観念にとらわれることなく、感じたこと

を自分の知識や経験を通して自由に考え、作

品のもつ意味を解釈し、その思考を表現する

創造的な行為である。しかし、鑑賞経験の少

ない人は、何をどのようにみて、考えればよ

いのかわからないため、受動的な鑑賞になり

がちである。そのため、鑑賞経験の少ない人

には鑑賞支援が必要であると考えられる。	
 

	
 研究開始から10年以上の時を経て、鑑賞経

験の少ない人ほど、みること、考えることを

促す鑑賞支援、能動的な鑑賞を誘発する鑑賞

支援が必要であると実感しているが、受動的

な鑑賞を能動的な鑑賞へと導こうとする鑑賞

支援はあまり多くないのが現状である。	
 

 
２．研究の目的 
	
 本研究では、都市全体を博物館と捉えるフ

ィールドミュージアムの考え方をさらに発

展させ、「現実の博物館」、「現実の美術館」、

「都市全体が美術館（フィールドミュージア

ム）」、「Web」、これらを融合・連携させ

た新たな参加型ミュージアムの支援を目指

す。携帯情報端末を使用するインタラクティ

ブな鑑賞支援システムを開発、デザインする

ことにより、生活の中に存在する日常的な鑑

賞行為から、発見し、達成感へと繋がる、よ

り能動的で参加性の高い鑑賞体験へと導く

ことを目的とする。	
 

 
３．研究の方法 
	
 本研究では、以下４つの試みを実施した。	
 

⑴	
 参加者の発見を促す鑑賞支援システムの

実験	
 

	
 鑑賞者自身が発見したパブリックアート等

の写真と感想を投稿し共有するシステムをデ

ザインし、参加者の携帯電話やiPhoneを使用

して広島市の都市空間で3回の実験を実施し

た。アンケート、グループインタビュー、投

稿内容からその有効性を検証した。	
 

	
 

⑵	
 音声ガイドとテキストガイドの有効性に

ついての検証	
 

	
 広島県立歴史博物館において、来館者が「音

声ガイド」と「テキストガイド」のどちらを

積極的に利用しているかを調査し、どちらが

より効果的であるかを検証するため、6日間の

調査を実施した。これは、新たなミュージア

ム支援システムで採用するガイドを検討する

ための事前調査に値する。	
 

	
 

⑶	
 博物館と美術館の連携による新たなミュ

ージアムの試み-展示物をみる行為における

満足感の尺度調査-	
 

	
 美術館や博物館等で展示物をみた時の「満

足感」に着目し、その評価尺度となる評価軸

の項目から抽出した。予備実験を経て、名古

屋大学博物館において、アート作品を実験展

示し、観察・鑑賞効果を検証した。ここでは、

展示されている植物化石の観察内容が、植物

をモチーフとしたアート作品を鑑賞する前と

後で、どのように変化するかを検証した。	
 

 
⑷「博物館」「美術館」「都市空間」「Web」

を連携させ、携帯情報端末を使用した参加型

の融合連携ミュージアムの支援システム	
 

	
 ４つの博物館（広島平和資料館、国立広島

原爆死没者追悼平和祈念館、北九州市立自然

史・歴史博物館、国立科学博物館）、３つの

美術館（広島市現代美術館、広島県立美術館、

愛知県美術館）、２つの都市（広島市、名古

屋市）をWebで連携させ、鑑賞支援システムを

開始した。それぞれの館や都市から、最初に、

命をテーマとした展示物や代表作品５点の画

像と解説が提供され、Webで連携し、共有され

る。これに、参加者からの投稿が加わり、そ

の投稿によって情報が増え支援システムが充

実して行く。博物館と美術館の連携による新

たなミュージアムの試み-展示物をみる行為

における満足感の尺度調査-の結果を踏まえ、

蓄積されたデータを分析する。	
 

	
 

４．研究成果	
 

⑴	
 参加者の発見を促す鑑賞支援システムの

実験	
 

	
 



被験者数 44 人を対象としたアンケートで

は、概ね良い評価が得られたが、さらに「取

り組み全体に対する満足度」、「サイトの画面

デザインに対する満足度」、「予め用意された

作品の鑑賞体験の満足度」、「参加者自身が発

見し投稿した作品の鑑賞体験の満足度」に着

目し、「美術館への来館頻度」により分析し

た。その結果、「取り組み全体に対する満足

度」のみ、有意な差が認められ、「年に１回

以上美術館を訪れる人」のほうが、「これま

でにほとんど美術館に行ったことがない人」

よりも、「取り組み全体に対する満足度」が

高かった。さらに、アンケートの記述とグル

ープインタビューの内容から、参加者自身が

発見した作品の写真と感想を投稿するとい

う、能動的な鑑賞行為は、美術鑑賞の経験が

ある程度ある人に有効な鑑賞方法であるこ

とがわかった。	
 

グループインタビューは、筆者やインタビ

ューの司会者を含め 11 名で行った。その結

果、「検索表示される一覧では、感想より画

像で表示された方がよい。」、「画像が拡大さ

れるとよりわかりやすい。」、「発見した作品

には他者と共有するラベルが付けにくい。」、

これら３点が課題としてあげられた。	
 

3回の実証実験を合わせると157件の投稿が

あった。投稿内容から鑑賞を楽しんでいるこ

とが伺える反面、「作品名」と「場所」の記入

欄が空白の投稿が多く、課題としてがあげら

れた。	
 

	
 

⑵	
 音声ガイドとテキストガイドの有効性に

ついての検証	
 

	
 調査協力者の総数は241名であった。観察、

鑑賞経験が豊富かどうかによって、ガイド利

用様態に違いがあるかどうかを検証した。「年

に博物館（美術館）に行く回数1.5回」を境界

に、それよりも多い人と少ない人に分けて、

ガイド利用に対する回答に関してt検定を行

った。しかし、平均値による点数差はわずか

であり、明確なグループ差は認められなかっ

た。これより、ここでは、鑑賞経験が豊富で

あるかどうかによって、テキストと音声のど

ちらのガイドが有効であるかは明確にならな

かった。さらに、年代によって、どのくらい

テキストガイドを読んだかを分析した。高齢

になるほど「ほとんど読んでいない」と回答

する傾向にあった。ユーザによって文字の大

きさ等の配慮が必要なことが示唆された。	
 

	
 自由記述とインタビューから、84件の意見

が寄せられ、質問調査の結果と合わせ、分析

した。展示物を見ながら音声ガイドが使用で

きるため、展示室においては音声ガイドの方

が有効と評価される傾向にあった。しかし、

「音声が流れると展示物に集中できない」、

「音声ガイドは説明が遅く長いためやや使い

にくい」などの意見もあった。また、テキス

トガイドは、すでに記述した年齢との相関に

加え、「テキストガイドを見ながら回るのは

面倒だ」という意見があった反面、「音声で

はわからない部分が文字で理解できる」とい

った意見や「持ち帰って読みたい」という意

見も多くあった。ここでは、ユーザの個性に

よって、音声ガイド、テキストガイドともに、

利点と欠点が抽出されるに留まった。	
 

 
⑶	
 博物館と美術館の連携による新たなミュ

ージアムの試み-展示物をみる行為における

満足感の尺度調査	
 

「満足感」の評価尺度となる項目を抽出する

ため、被験者115名に事前調査を実施し、「満

足感」を計る基準を26項目導き出した。これ

より、美術館と博物館等では、展示物をみた

時の「満足感」の尺度となる「ことば」に相

違があることがわかった。次に、それを用い

て評価軸の有効性を計る予備実験を行い、大

学内で学生15名を対象として印象評価実験を

行った。分散分析により、26項目の内4項目に

有意な評価の差異が認められ、被験者独特の

属性によって、満足感の評価に差異があるこ

とがわかった。	
 

	
 この結果を踏まえて、博物館で同様に「満

足感」を計る基準26項目を使用し、一般の来

館者168名を被験者として、印象評価実験を行

った。目的変数は主に形容詞26項目、説明変

数は被験者が物館が好きか、美術館が好きか

である。実験の結果、26項目中9項目で有意な

評価の差異が認められた。これにより、実際

の博物館においても、「満足感」の中で独特

の評価軸では、異なる属性が「満足感」の評

価に影響を及ぼすことが実証され、美術館を

好む被験者と、自然史博物館等を好む被験者

では、「満足感」で現れる総合的評価に有意

な評価の相違が生じることが検証できた。有

意差が生じた9項目の内、特に「感動的な」は、

「やや美術館が好き（p＝0.0532）」を含める

と、全ての分類であげられ、展示物をみた時



の「満足感」に重要な項目であることが明ら

かとなった。	
 

 
⑷「博物館」「美術館」「都市空間」「Web」

を連携させ、携帯情報端末を使用した参加型

の融合連携ミュージアムの支援システム	
 

	
 9組織の参加により、以下のサイトをスター

トさせた。スタート画面と地図上の広島平和

資料館の位置画面を図1に示す。また、広島平

和資料館から提供された5点の展示物一覧画

面と、1点の選択画面を図2に示す。各館のセ

キュリティが課題で投稿が遅れている。	
 

http://www7187ue.sakura.ne.jp:8080/	
 

	
 

	
 

図1.スタート画面と地図上の広島平和資料館の位置	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図2.館から提供された5点と1点の選択画面	
 

	
 

⑸	
 まとめと今後の予定	
 

	
 博物館と美術館の連携による新たなミュー

ジアムの試み-展示物をみる行為における満

足感の尺度調査は、Athens	
 Institute	
 for	
 

Education	
 and	
 Researchが実施するAnnual	
 

International	
 Conference	
 on	
 Humanities	
 &	
 

Arts	
 in	
 a	
 Global	
 Worldに採択されているた

め、2014年1月に発表予定である。また、「博

物館」「美術館」「都市空間」「Web」を連携

させ、携帯情報端末を使用した参加型の融合

連携ミュージアムの支援システムは、今後蓄

積されたデータを分析し、研究を進める。	
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